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父　
　
　
富
雄　
　
明
治
四
十
四
年
六
月
一
日　

　
　
母　
　
　
ツ
タ
エ　
大
正
七
年
九
月
六
日

　
　
長
男　
　
博
司　
　
昭
和
十
五
年
七
月
四
日

　
　
次
男　
　
晃　
　
　
（
本
人
）

　
　
三
男　
　
武
司　
　
（
中
国
よ
り
引
揚
途
中
病
死
）

　
　
四
男　
　
栄
三　
　
昭
和
二
十
二
年
七
月
十
六
日　
（
後
に
改
名　
浩
章
）

　
　
五
男　
　
敏　
　
　
昭
和
二
十
五
年
五
月
三
十
日
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父 親 と 中 国 出 生 地 に て
山 西 省 太 原 市 上 肖 墻 街 59 号

一 歳 の 頃 か な
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河
野
晃
の
世
界                      

　　
　

一
、
中
国
時
代
（
幼
少
期
）

　
　

二
、
小
学
校
時
代

　
　

三
、
中
学
校
時
代

　
　

四
、
高
等
学
校
時
代

　
　

五
、
社
会
人
時
代

　
　

六
、
大
学
時
代

　
　

七
、
社
会
人
時
代

　
　

八
、
経
営
時
代

　
　

九
、
テ
ナ
ン
ト
時
代

　
　

十
、
終
活
時
代

一
九
四
二
〜
二
〇
二
二
年
（
執
筆
時
）
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一
、
中
国
時
代
（
幼
少
期
）

　　

一
九
四
二
年
五
月
十
五
日
、
中
国
山
西
省
太
原
に
て
産
ま
れ
る
。
一
九
四
五
年
八
月
終
戦
に
な
り
、
そ
の
年
の
暮
れ
か
翌
年
日
本
に
引
き
あ

げ
る
。山
西
省
の
冬
は
寒
い
。終
戦
と
な
り
日
本
に
帰
る
事
に
な
る
が
、こ
の
山
西
省
太
原
の
記
憶
は
、冬
の
寒
い
こ
と
。カ
マ
ド
の
ヘ
リ
で
ジ
ャ

ガ
イ
モ
を
焼
い
て
い
る
。
満
鉄
の
舎
宅
の
外
で
眺
め
て
い
る
と
ラ
ク
ダ
が
四
、五
頭
位
荷
物
を
運
ぶ
光
景
が
脳
裏
に
あ
っ
た
。
中
国
に
ラ
ク
ダ

が
い
る
こ
と
、
そ
れ
が
わ
か
っ
た
の
は
、
自
分
が
六
十
歳
を
す
ぎ
て
中
国
工
場
で
製
造
を
始
め
て
、
現
地
社
長
周
さ
ん
に
確
か
め
る
と
、
シ
ル

ク
ロ
ー
ド
の
ラ
ク
ダ
で
荷
物
を
運
ん
で
い
た
と
の
事
で
記
憶
は
間
違
っ
て
な
か
っ
た
。

　

父
親
は
満
州
鉄
道
の
機
関
士
の
為
、
終
戦
に
な
っ
た
時
は
遠
く
に
居
た
の
で
舎
宅
に
帰
る
の
が
遅
れ
る
事
に
な
り
、
家
族
は
父
親
の
帰
る
の

を
待
っ
て
い
よ
い
よ
日
本
に
帰
る
事
に
な
る
と
、
近
所
の
中
国
の
人
達
が
日
頃
の
付
き
合
い
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
、
こ
れ
か
ら
遠
い
日
本
に
帰

る
の
で
食
糧
を
我
が
家
族
に
持
た
せ
て
く
れ
た
と
、
母
親
が
よ
く
話
し
て
く
れ
て
い
た
。
餃
子
や
マ
ン
ジ
ュ
ウ
を
作
る
の
が
上
手
な
の
は
中
国

の
人
に
教
わ
っ
て
い
た
か
も
。
集
団
で
天
津
ま
で
歩
く
が
、
き
れ
い
な
水
も
な
く
食
糧
も
充
分
で
な
く
、
料
理
も
出
来
な
い
中
、
体
力
な
い
子

供
達
は
お
お
か
た
病
気
に
な
る
。
赤
痢
や
疫
痢
で
亡
く
な
る
こ
と
も
。
実
際
自
分
と
兄
も
疫
痢
で
弟
は
天
津
に
着
く
前
に
亡
く
な
る
。
天
津
に

土
葬
し
た
と
の
事
。
自
分
と
兄
は
体
力
が
あ
っ
た
の
か
死
ぬ
事
な
く
日
本
に
帰
れ
た
。
途
中
覚
え
て
い
る
こ
と
は
、
歩
い
て
天
津
ま
で
の
夜
、

笛
を
吹
い
て
叱
ら
れ
た
事
や
天
津
か
ら
引
き
揚
げ
船
の
中
で
寒
く
て
よ
く
揺
れ
た
事
な
ど
、
そ
れ
以
外
は
ほ
と
ん
ど
記
憶
な
し
。
そ
し
て
徳
島

へ
。
徳
島
は
父
親
の
故
郷
の
為
で
、
母
親
の
実
家
は
佐
賀
県
東
唐
津
の
漁
師
の
娘
で
海
の
砂
浜
に
家
が
あ
っ
た
。
徳
島
の
駅
に
着
い
て
駅
前
広

場
は
地
面
に
石
炭
の
ガ
ラ
が
敷
き
つ
め
ら
れ
地
面
が
黒
く
駅
前
広
場
に
な
っ
て
い
て
人
力
車
が
何
台
も
並
ん
で
客
を
待
っ
て
い
る
。
車
の
社
会

で
な
く
ま
だ
人
力
車
や
馬
車
の
時
代
だ
。
タ
ク
シ
ー
は
ま
だ
無
い
。
人
力
車
で
ど
こ
ま
で
も
、
馬
車
は
主
に
砂
、
ジ
ャ
リ
な
ど
貨
物
ト
ラ
ッ
ク

の
代
わ
り
。
こ
の
町
に
自
家
用
車
は
な
く
、
バ
ス
は
木
炭
車
だ
。
我
々
の
家
族
で
も
自
転
車
も
持
て
な
い
時
代
だ
。
ラ
ジ
オ
も
な
い
電
燈
も
な

い
、
ラ
ン
プ
だ
っ
た
。
朝
ラ
ン
プ
の
す
す
を
磨
く
の
は
自
分
の
役
目
だ
っ
た
。
家
は
借
家
住
ま
い
だ
。
借
家
平
屋
に
二
家
族
が
住
ん
で
い
る
状

態
だ
っ
た
。
父
は
満
州
鉄
道
か
ら
の
帰
り
が
遅
い
為
、
日
本
の
国
鉄
の
入
社
場
所
が
な
く
、
空
き
が
出
来
る
ま
で
、
毎
日
足
に
ゲ
ー
ト
ル
を
巻
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い
て
地
下
タ
ビ
で
出
掛
け
て
い
た
。
そ
の
内
地
方
の
駅
鴨
島
駅
の
踏
切
番
の
仕
事
に
つ
く
。
給
料
も
安
そ
う
な
の
で
自
分
達
の
小
遣
い
は
め
っ

た
に
も
ら
え
な
い
。引
き
あ
げ
て
最
初
の
住
所
は
徳
島
市
北
島
田
町
一
丁
目
だ
っ
た
。神
社
の
横
で
道
路
に
面
し
て
た
長
屋
の
狭
い
借
家
で
あ
っ

た
。
こ
こ
で
弟
達
二
人
が
産
ま
れ
る
。
こ
の
時
代
大
き
な
地
震
が
発
生
す
る
。
父
親
が
自
分
達
を
か
か
え
て
前
の
神
社
に
避
難
す
る
。
こ
の
狭

い
借
家
に
二
家
族
で
住
ん
で
い
た
の
で
余
り
に
狭
い
の
で
、
北
島
田
三
丁
目
の
二
階
建
て
の
三
軒
長
屋
に
移
る
。
二
階
は
お
ば
あ
さ
ん
、
名
前

が
河
野
イ
ワ
と
言
う
。
い
と
こ
の
母
親
と
息
子
名
前
が
坂
本
と
い
う
。
下
に
自
分
等
子
供
四
人
と
父
母
だ
っ
た
。
こ
の
頃
電
燈
が
来
る
が
そ
の

後
父
親
が
ラ
ジ
オ
の
五
段
ス
ー
パ
ー
を
買
っ
て
来
た
。
家
族
全
員
で
ラ
ジ
オ
の
前
に
並
ん
で
い
よ
い
よ
父
親
が
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
る
。
初
め
て

我
家
に
ラ
ジ
オ
放
送
を
聞
く
。
そ
れ
ま
で
は
近
所
の
家
庭
で
ラ
ジ
オ
を
聞
い
て
た
。
人
気
番
組
の
エ
ン
タ
ツ
、
ア
チ
ャ
コ
の
お
父
さ
ん
は
お
人

好
し
と
い
う
の
が
放
送
さ
れ
て
い
た
。
貧
し
く
と
も
楽
し
か
っ
た
。
電
気
が
一
般
家
庭
に
も
設
備
さ
れ
た
の
で
ラ
ジ
オ
や
電
球
が
つ
く
よ
う
に

な
る
。
但
し
ハ
ダ
カ
電
球
だ
っ
た
。
ラ
ン
プ
の
す
す
み
が
き
の
役
目
も
終
わ
る
。
そ
の
後
自
転
車
も
中
古
品
だ
が
一
台
買
っ
た
。
バ
ス
は
ま
だ

木
炭
車
が
家
の
前
を
走
っ
て
い
る
。
家
の
近
く
に
久
保
津
神
社
が
在
る
。
我
々
子
供
達
の
遊
び
場
だ
。
野
球
を
よ
く
や
っ
た
。
そ
の
ボ
ー
ル
で

友
達
の
家
の
ガ
ラ
ス
を
割
っ
た
り
し
た
も
の
だ
。
神
社
の
ま
わ
り
に
大
工
の
田
中
さ
ん
、
林
の
自
転
車
屋
さ
ん
、
床
屋
の
枇
杷
谷
の
初
ち
ゃ
ん
、

他
に
も
よ
ん
き
ん
の
家
も
、
仲
間
の
家
が
多
く
在
っ
た
。
二
〇
二
三
年
（
令
和
五
年
）
は
友
達
皆
ん
な
ど
こ
で
ど
う
し
て
い
る
か
床
屋
の
枇
杷

谷
の
初
ち
ゃ
ん
だ
け
松
山
道
後
に
住
ん
で
い
る
。
北
島
田
三
丁
目
の
自
宅
も
娘
さ
ん
が
住
ん
で
い
る
と
の
事
。
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加
茂
名
小
学
校
三
年
三
組
担
任
森
岡
進
先
生
か
ら
の

　

河
野
晃
の
当
時
の
思
い
出
の
手
紙

　

先
生
七
十
九
歳
の
時
、
晃
六
十
三
歳
の
時

　

五
十
三
年
位
前
の
記
憶
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小 学 3 年 3 組 の 森 岡 進 先 生 と 同 級 生 の 一 部
森 岡 先 生 令 和 3 年 (2021） 2 月 6 日 96 歳 永 眠

先 生 の 左 隣 が 自 分

家 族 徳 島 市 北 島 田 町 ３ 丁 目 の 借 家 の 横 に て
後 ろ は 鶏 小 屋
前 列 　 左 弟 栄 三 、 右 敏 　 後 列 左 父 、 右 母
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加
茂
名
小
学
校
創
立　

河
野
家
の
記
録
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二
、
小
学
校
時
代

　　

ま
も
な
く
小
学
生
に
な
る
と
、
上
級
生
達
と
久
保
津
神
社
に
朝
早
く
集
合
し
て
さ
ん
ざ
ん
遊
ん
で
か
ら
登
校
す
る
。
時
に
は
神
社
で
遊
び
過

ぎ
て
カ
バ
ン
を
神
社
の
壁
に
掛
け
た
ま
ま
登
校
し
た
事
が
時
々
あ
っ
た
。
区
域
の
中
で
は
一
番
遠
い
所
か
ら
歩
い
て
の
登
校
、
途
中
も
遊
び
な

が
ら
だ
か
ら
時
間
が
か
か
る
。
加
茂
名
小
学
校
一
学
年
は
六
組
、
人
数
は
二
四
〇
人
位
で
六
年
生
ま
で
六
組
だ
か
ら
大
変
大
き
な
小
学
校
で
あ

る
。
実
は
こ
の
小
学
校
は
自
分
の
先
祖
の
河
野
道
次
郎
が
作
っ
た
と
あ
る
。
当
時
の
校
長
桑
原
忠
治
先
生
が
正
月
全
校
生
が
登
校
し
て
大
き
な

講
堂
で
訓
示
を
聞
く
習
慣
が
あ
り
、
訓
示
中
で
島
田
村
の
河
野
家
が
作
っ
た
と
小
学
一
年
か
二
年
の
頃
聞
い
て
た
が
当
時
は
重
要
な
こ
と
と

思
っ
て
な
く
、
親
に
も
聞
か
な
か
っ
た
。
自
分
が
七
十
歳
の
頃
に
な
っ
て
徳
島
の
同
窓
生
藤
本
吉
一
君
と
二
歳
上
の
鈴
木
勝
章
様
に
こ
の
事
を

話
し
、
調
べ
て
く
れ
た
ら
町
の
資
料
に
残
っ
て
た
。（
別
紙
前
ペ
ー
ジ
に
添
付
す
る
）
こ
の
校
長
先
生
は
隣
町
二
丁
目
に
大
き
な
屋
敷
で
大
き

な
門
構
で
中
に
は
入
っ
た
事
は
無
い
。
だ
が
大
き
な
農
業
を
し
て
い
た
。
家
族
の
皆
様
は
頭
の
良
い
人
ば
か
り
と
評
判
で
あ
っ
た
。
校
長
先
生

は
小
学
一
年
当
時
か
ら
先
輩
か
ら
教
え
ら
れ
た
事
は
大
き
な
自
転
車
で
当
時
八
イ
ン
チ
の
普
通
の
自
転
車
よ
り
輪
が
ひ
と
回
り
大
き
な
自
転
車

で
背
す
じ
を
ぴ
ん
と
伸
ば
し
て
登
校
す
る
姿
は
名
物
校
長
で
、
威
厳
が
あ
っ
た
。
こ
の
校
長
先
生
桑
原
忠
治
先
生
百
歳
以
上
元
気
に
し
て
た
。

父
親
が
河
野
富
雄
八
十
一
歳
で
亡
く
な
っ
た
時
に
も
百
歳
越
え
て
葬
儀
に
来
て
く
れ
て
た
の
を
覚
え
て
る
。

　

一
学
年
の
担
任
先
生
は
高
齢
の
女
性
の
阿
部
先
生
だ
っ
た
。
頭
の
髪
は
昔
な
が
ら
の
丸
マ
ゲ
で
い
か
に
も
戦
前
の
立
派
な
先
生
だ
っ
た
。
二

学
年
も
同
じ
先
生
だ
っ
た
。
二
年
に
な
る
と
勉
強
は
退
屈
で
午
後
か
ら
学
校
を
サ
ボ
っ
て
よ
く
遊
ん
で
い
た
。
あ
る
日
午
前
終
わ
っ
た
ら
学
校

を
抜
け
た
ら
傘
を
忘
れ
た
の
を
思
い
出
し
、
当
時
取
り
に
帰
ら
な
い
と
無
く
な
る
の
で
ま
た
堀
を
乗
り
越
え
て
帰
る
と
先
生
に
ば
っ
た
り
。
気

ま
ず
い
事
だ
っ
た
。
て
っ
き
り
怒
ら
れ
る
と
思
っ
た
。
ま
わ
り
の
同
級
生
達
が
サ
ボ
っ
て
い
た
と
先
生
に
言
っ
て
い
た
。
だ
が
先
生
は
怒
る
こ

と
な
く
自
分
を
か
ば
う
言
葉
で
し
た
。
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
忘
れ
ら
れ
な
い
。

　

こ
の
二
年
の
時
か
ら
学
校
給
食
が
始
ま
る
。
そ
れ
ま
で
は
お
そ
ま
つ
な
麦
飯
弁
当
。
母
親
が
弁
当
入
れ
て
る
時
見
て
い
る
と
炊
き
上
が
っ
た

時
は
麦
が
上
に
集
ま
る
の
で
上
部
を
か
き
除
け
て
米
の
多
い
所
を
弁
当
に
入
れ
て
く
れ
て
た
の
を
話
を
聞
き
な
が
ら
見
て
い
た
。
お
か
ず
は
タ
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ク
ア
ン
だ
っ
た
。
よ
く
覚
え
て
い
な
か
っ
た
が
、
同
級
の
女
の
子
が
俺
の
お
か
ず
は
タ
ク
ア
ン
と
言
っ
て
い
た
。
そ
れ
が
給
食
の
パ
ン
に
な
る

皆
ん
な
喜
ん
だ
。
パ
ン
な
ん
て
食
べ
た
事
無
い
の
で
心
待
ち
に
。
だ
が
当
日
台
風
で
給
食
が
来
る
か
心
配
だ
っ
た
が
、
来
た
！
う
ま
か
っ
た
。

ご
ち
そ
う
だ
。
そ
れ
か
ら
六
年
ま
で
パ
ン
と
ミ
ル
ク
（
脱
脂
粉
乳
）
自
分
に
と
っ
て
、
ミ
ル
ク
も
飲
ん
だ
事
な
し
な
の
で
う
ま
い
事
。
そ
の
ミ

ル
ク
が
自
分
の
ク
ラ
ス
以
外
は
ま
ず
い
と
言
っ
て
余
す
組
が
ほ
と
ん
ど
な
の
で
余
し
た
ミ
ル
ク
を
自
分
の
ク
ラ
ス
に
持
っ
て
来
て
毎
日
十
杯
ぐ

ら
い
皆
ん
な
で
飲
ん
で
い
た
。
十
一
杯
が
最
高
だ
っ
た
。

　

三
年
に
な
っ
て
三
組
の
担
任
先
生
が
若
い
男
先
生
森
岡
進
先
生
に
な
る
。
自
分
は
相
変
わ
ら
ず
勉
強
は
退
屈
だ
か
ら
ま
る
で
し
な
い
で
体
操

は
好
き
で
、
一
時
間
目
が
体
操
の
時
間
が
あ
っ
た
。
終
わ
っ
た
時
自
分
が
先
生
に
か
け
あ
っ
て
昼
ま
で
体
操
の
時
間
に
し
て
ほ
し
い
と
言
っ
て

続
け
さ
せ
て
く
れ
た
。
サ
ッ
カ
ー
の
シ
ュ
ー
ト
の
蹴
り
方
を
ボ
ー
ル
の
真
横
に
左
足
を
置
い
て
右
足
で
蹴
る
こ
と
を
教
わ
っ
た
の
を
覚
え
て
い

る
。
皆
ん
な
が
好
き
な
先
生
だ
っ
た
。
授
業
が
終
わ
っ
て
も
家
に
帰
る
前
に
先
生
の
家
が
小
学
校
が
見
え
る
近
く
な
の
で
地
域
の
頭
の
い
い
生

徒
が
何
人
も
塾
の
よ
う
に
無
料
で
教
え
て
い
た
。
自
分
も
一
日
位
は
参
加
し
た
が
勉
強
は
性
に
合
わ
な
い
の
で
や
め
た
。
が
こ
の
頃
先
生
に
呼

ば
れ
、
六
年
生
か
ら
サ
ッ
カ
ー
で
な
く
蹴
球
と
呼
ば
れ
て
い
た
試
合
を
申
し
込
ま
れ
た
の
で
や
る
ぞ
と
言
わ
れ
対
戦
し
て
勝
っ
て
い
た
。
当
時

は
学
校
内
で
三
年
三
組
は
蹴
球
が
強
い
と
評
判
で
、
休
み
の
日
も
集
め
て
練
習
し
て
い
た
。
こ
の
頃
の
先
生
の
思
い
出
を
記
し
た
手
紙
を
、
前

に
添
付
す
る
。

　

四
年
は
男
先
生
加
藤
先
生
だ
っ
た
が
、
授
業
中
に
自
分
達
の
目
の
前
で
突
然
教
壇
で
倒
れ
て
そ
の
ま
ま
亡
く
な
っ
た
。
目
の
前
の
事
で
皆
ん

な
驚
い
た
。
息
子
さ
ん
加
藤
君
同
級
生
と
二
年
上
の
お
兄
さ
ん
が
い
た
。
頭
の
い
い
優
し
い
人
達
で
友
達
だ
っ
た
の
か
家
に
も
遊
び
に
行
っ
て

い
た
。
そ
の
後
自
分
は
四
年
一
組
に
編
入
に
な
る
。
若
い
女
先
生
の
篠
原
先
生
と
な
る
。
鹿
児
島
出
身
と
聞
い
て
い
た
新
任
の
よ
う
。
後
に
竹

中
喜
代
子
先
生
と
な
る
。
途
中
編
入
の
為
先
生
も
知
ら
ず
毎
日
午
後
か
ら
は
サ
ボ
っ
て
学
校
に
は
い
な
か
っ
た
。
五
年
も
同
じ
担
任
に
な
る
。

四
年
五
年
は
余
り
思
い
出
が
無
い
。
六
年
男
先
生
若
手
の
阿
部
先
生
か
っ
こ
い
い
先
生
だ
っ
た
。
相
変
わ
ら
ず
勉
強
は
い
っ
さ
い
せ
ず
運
動
と

遊
び
と
け
ん
か
は
売
ら
れ
れ
ば
や
っ
て
た
が
こ
の
頃
は
誰
に
も
負
け
る
相
手
は
い
な
い
。
六
年
生
の
体
育
の
時
間
男
子
は
相
撲
が
あ
り
砂
場
で

ク
ラ
ス
男
子
全
員
か
た
っ
ぱ
し
に
負
か
す
ほ
ど
強
か
っ
た
。
小
学
校
六
年
間
は
運
動
と
遊
び
と
ケ
ン
カ
で
過
ご
し
た
様
な
も
の
。
六
年
の
時
自
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分
の
弟
栄
三
が
一
年
生
に
な
り
入
学
し
た
時
は
我
々
六
年
生
の
倍
の
十
二
組
に
な
り
人
数
も
倍
に
な
っ
て
い
た
。
後
に
団
塊
世
代
で
あ
る
。
こ

の
時
弟
の
栄
三
が
い
じ
め
ら
れ
て
る
と
聞
い
た
の
で
一
年
に
行
っ
て
、
い
じ
め
て
い
る
の
は
誰
だ
と
探
す
と
秋
山
と
言
う
。
六
年
秋
山
の
弟
か

と
聞
け
ば
そ
う
だ
と
の
事
。
俺
の
弟
だ
か
ら
い
じ
め
る
な
よ
と
言
っ
た
ら
、
素
直
に
言
う
こ
と
を
聞
い
て
、
そ
の
後
態
度
が
変
わ
っ
た
。
そ
れ

に
は
理
由
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
ま
さ
か
自
分
の
弟
と
知
ら
ず
、
兄
に
聞
い
て
、
河
野
の
弟
だ
と
聞
か
さ
れ
た
と
思
う
。
こ
の
小
学
校
時
代
の

最
も
楽
し
い
こ
と
は
年
一
回
秋
の
大
運
動
会
が
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
だ
っ
た
。
祭
り
の
よ
う
だ
。
ど
の
家
族
も
応
援
に
ご
ち
そ
う
作
っ
て
場
所
取

り
し
て
、そ
の
外
側
は
屋
台
の
店
が
い
ろ
い
ろ
在
り
お
祭
り
さ
わ
ぎ
だ
。
競
走
は
い
つ
も
一
等
賞
で
賞
品
を
沢
山
も
ら
っ
て
い
た
。
賞
品
と
言
っ

て
も
ノ
ー
ト
や
エ
ン
ピ
ツ
だ
っ
た
。

三
、
中
学
校
時
代

　

そ
れ
か
ら
加
茂
名
中
学
校
へ
進
む
。
先
ず
は
運
動
部
だ
が
一
番
の
花
形
の
野
球
部
へ
。
こ
の
頃
サ
ッ
カ
ー
は
人
気
な
し
。
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
も

人
気
な
し
。
強
い
チ
ー
ム
で
な
い
が
相
変
わ
ら
ず
勉
強
で
な
く
野
球
ば
か
り
最
初
の
監
督
は
川
村
先
生
と
言
う
。
教
え
て
く
れ
た
事
は
、
投
げ

る
時
は
腕
を
大
き
く
使
っ
て
投
げ
る
よ
う
だ
っ
た
。
二
年
か
ら
選
手
と
し
て
大
会
に
出
る
。
守
備
は
シ
ョ
ー
ト
で
あ
る
。
よ
く
練
習
し
た
。
道

具
は
年
々
先
輩
の
使
い
古
し
。
グ
ロ
ー
ブ
、
バ
ッ
ト
、
軟
式
ボ
ー
ル
も
。
あ
る
日
の
午
後
父
親
が
新
品
の
グ
ロ
ー
ブ
を
届
け
て
く
れ
た
。
中
学

の
練
習
は
授
業
が
終
わ
る
と
部
室
で
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
に
着
替
え
て
グ
ラ
ウ
ン
ド
へ
。
夏
の
練
習
は
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
と
守
備
が
主
で
か
な
り
ハ
ー

ド
な
練
習
を
し
た
。
冬
は
裏
山
の
桜
の
名
所
を
中
腹
の
中
霊
塔
ま
で
駆
け
足
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
。
毎
日
が
楽
し
い
。
後
半
三
年
の
監
督
は
岸
田

先
生
だ
っ
た
。
野
球
の
成
績
は
た
い
し
た
事
な
く
終
わ
る
。
中
学
三
年
間
は
早
く
あ
っ
と
い
う
間
だ
っ
た
。
い
よ
い
よ
高
校
へ
。
ど
の
高
校
へ

行
く
か
考
え
る
。
貧
乏
な
の
で
手
に
職
を
と
思
い
更
に
野
球
の
強
い
学
校
を
選
ぶ
。
家
か
ら
も
一
番
近
い
徳
工
に
決
定
。（
写
真　

中
学
生
時

代
野
球
部
）
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加 茂 名 中 学 　 野 球 部 ２ 年 の 頃
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四
、
高
等
学
校
時
代

　

正
式
な
校
名
は
徳
島
県
立
工
業
高
等
学
校
と
言
う
。
北
野
直
鴻
君
と
進
学
す
る
。
が
加
茂
名
中
学
か
ら
高
校
野
球
に
進
学
し
た
の
は
二
人
だ

け
。
北
野
君
は
背
が
一
番
高
く
左
利
き
で
外
野
手
で
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
は
長
打
で
う
ま
い
。
自
分
は
一
番
の
小
柄
だ
っ
た
。
驚
い
た
事
に
一
年
生

だ
け
で
四
十
八
名
が
入
部
し
て
来
て
、
強
い
有
名
中
学
か
ら
も
来
て
い
た
。
こ
の
人
数
の
中
か
ら
三
年
に
な
っ
た
時
に
九
人
の
選
手
に
残
れ
る

の
は
大
変
な
事
だ
な
と
考
え
た
。
中
に
は
ち
ょ
っ
と
名
の
知
れ
た
選
手
も
来
て
い
る
。
富
中
の
広
瀬
く
ん
、
足
が
早
く
肩
が
い
い
。
身
長
の
低

い
自
分
は
大
丈
夫
か
な
と
思
っ
た
。
負
け
ず
嫌
い
の
性
格
で
不
安
に
な
る
事
は
な
か
っ
た
。
高
校
は
野
球
す
る
為
に
入
学
し
た
の
で
勉
強
は
し

な
い
と
決
め
て
野
球
一
辺
倒
で
や
ら
な
い
と
選
手
に
な
れ
な
い
と
思
っ
た
。
し
か
し
入
学
後
一
学
期
で
事
件
が
。
中
間
試
験
結
果
が
七
教
科
で

赤
点
で
、
即
教
員
室
へ
呼
び
出
し
。
四
、五
名
が
呼
び
出
さ
れ
て
い
た
。
先
生
の
説
教
が
始
ま
る
。
学
校
始
ま
っ
て
以
来
の
前
代
未
聞
の
事
だ

と
こ
っ
ぴ
ど
く
怒
ら
れ
る
。
全
員
野
球
部
は
駄
目
だ
。
赤
点
が
無
く
な
れ
ば
ま
た
入
部
を
認
め
る
と
の
事
で
退
部
と
な
る
が
、
自
分
だ
け
は
そ

う
は
い
か
な
い
と
。
先
生
に
野
球
や
る
為
に
こ
の
高
校
に
来
た
の
で
退
部
は
し
な
い
と
言
う
。
次
回
か
ら
赤
点
を
取
ら
な
き
ゃ
い
い
ん
で
し
ょ

う
と
言
う
こ
と
で
退
部
し
な
い
で
部
活
を
続
行
す
る
。
練
習
は
最
初
は
一
年
間
ボ
ー
ル
拾
い
。
た
ま
に
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
さ
せ
て
く
れ
る
が
打
っ

て
も
打
っ
て
も
ボ
ー
ル
が
外
野
ま
で
飛
ば
な
い
。
バ
ッ
ト
も
中
学
の
軟
式
の
時
と
違
い
硬
式
野
球
の
バ
ッ
ト
は
重
く
振
れ
な
い
と
気
付
く
。
パ

ワ
ー
が
な
い
と
話
し
に
な
ら
な
い
と
わ
か
る
。
こ
れ
じ
ゃ
身
体
を
相
当
鍛
え
な
い
と
と
思
い
早
速
バ
ー
ベ
ル
を
作
る
事
を
考
え
る
。
当
然
買
う

事
な
ど
で
き
な
い
の
で
、
幸
い
鉄
の
棒
シ
ャ
フ
ト
は
大
八
車
の
シ
ャ
フ
ト
が
あ
る
。
我
家
は
少
し
畑
も
あ
っ
て
、
米
や
麦
や
芋
な
ど
作
っ
て
い

て
大
八
車
を
使
っ
て
い
た
が
、
も
っ
と
軽
い
リ
ヤ
カ
ー
に
変
わ
っ
て
い
た
の
で
、
シ
ャ
フ
ト
が
余
っ
て
い
た
。
バ
ー
ベ
ル
の
シ
ャ
フ
ト
に
ピ
ッ

タ
リ
だ
。
重
り
の
鉄
の
板
は
、
代
用
品
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
こ
ね
て
、
ブ
リ
キ
板
を
輪
に
し
て
芯
を
シ
ャ
フ
ト
が
入
る
棒
を
立
て
セ
メ
ン
ト
の

コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
流
し
込
み
手
作
り
す
る
。
更
に
手
首
を
鍛
え
る
為
レ
ン
ガ
を
た
て
に
指
先
の
親
指
と
人
差
し
指
と
中
指
で
は
さ
み
上
下
に
動

か
し
手
首
を
鍛
え
る
。
ボ
ー
ル
を
握
る
要
領
だ
。
そ
の
他
に
、プ
ロ
野
球
が
冬
の
キ
ャ
ン
プ
が
近
く
の
蔵
本
球
場
で
キ
ャ
ン
プ
練
習
試
合
が
あ
っ

た
。
終
わ
っ
た
後
に
ベ
ン
チ
に
入
る
と
ヒ
ビ
の
入
っ
た
バ
ッ
ト
が
捨
て
ら
れ
て
い
た
。
焼
印
が
土
井
垣
と
あ
っ
た
。
当
時
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
の



- 20 -

名
捕
手
の
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
ひ
び
を
テ
ー
プ
で
補
修
し
て
更
に
芯
の
部
分
に
鉄
板
を
取
り
付
け
て
重
く
し
て
素
振
り
用
の
バ
ッ
ト
に
し
て

毎
夜
二
十
時
か
ら
二
十
二
時
ま
で
素
振
り
だ
。
二
年
半
位
近
所
の
人
達
は
毎
晩
素
振
り
し
て
い
る
の
で
野
球
気
狂
い
と
言
わ
れ
て
い
た
。
一
年

も
続
け
て
い
る
と
体
力
も
筋
力
も
付
く
。
二
年
の
後
半
ご
ろ
打
力
も
ア
ッ
プ
し
守
備
は
三
塁
手
で
一
塁
ま
で
の
投
球
は
矢
の
よ
う
に
投
げ
て
い

た
の
で
、
そ
の
時
指
導
に
来
て
い
た
先
輩
が
自
分
の
う
で
を
見
せ
て
く
れ
と
サ
ー
ド
ま
で
来
て
自
分
の
右
腕
を
見
に
来
た
こ
と
も
。
二
年
は
徳

島
県
大
会
決
勝
で
負
け
、三
年
は
準
決
勝
で
負
け
で
野
球
人
生
は
終
了
と
な
る
が
、目
標
の
正
選
手
で
打
順
は
三
番
か
五
番
を
打
つ
よ
う
に
な
っ

て
い
た
。
こ
れ
を
境
に
野
球
は
燃
え
尽
き
症
候
群
と
な
る
。
夏
の
大
会
終
わ
る
と
就
職
活
動
と
な
る
が
、
実
際
は
活
動
は
し
な
い
。
学
校
に
各

企
業
か
ら
募
集
の
依
頼
が
届
く
。
県
内
と
京
阪
神
が
ほ
と
ん
ど
で
東
京
志
望
は
自
分
だ
け
だ
っ
た
が
東
京
の
企
業
の
依
頼
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ

た
。
月
給
は
県
内
だ
と
四
千
円
く
ら
い
、
大
阪
、
京
都
、
神
戸
だ
と
五
千
円
く
ら
い
だ
。
こ
れ
が
昭
和
三
十
六
年
、
自
分
は
勉
強
も
し
な
い
で

野
球
ば
か
り
で
い
い
就
職
な
ど
な
い
か
と
思
い
、
ど
こ
で
も
働
く
所
が
あ
れ
ば
と
待
ち
の
状
態
で
何
を
し
た
い
と
い
う
希
望
も
な
か
っ
た
。
そ

ん
な
時
東
京
か
ら
珍
し
く
初
め
て
の
応
募
企
業
。
家
具
の
デ
パ
ー
ト
ス
ナ
ム
ラ
と
言
う
。
月
給
は
一
番
高
い
七
千
円
以
上
だ
っ
た
。
こ
の
頃
は

自
分
も
同
僚
も
何
の
仕
事
を
や
り
た
い
と
か
は
っ
き
り
し
た
目
標
は
な
か
っ
た
。
家
業
を
継
ぐ
人
は
い
い
が
、
と
に
か
く
仕
事
は
何
で
も
給
料

の
高
け
れ
ば
そ
こ
で
が
ん
ば
る
し
か
な
い
時
代
だ
っ
た
。
こ
の
東
京
の
会
社
、
自
分
は
東
京
志
望
の
為
、
こ
れ
幸
い
と
教
員
室
へ
申
し
込
み
に
。

と
こ
ろ
が
先
生
曰
く
河
野
は
駄
目
だ
と
。
何
で
で
す
か
、
先
生
言
う
、
初
め
て
の
給
料
の
高
い
優
良
企
業
の
為
、
先
ず
は
優
秀
な
生
徒
を
送
る

と
の
事
。
当
然
の
事
と
思
う
。
自
分
の
成
績
は
最
下
位
だ
し
。
そ
し
て
採
用
し
て
も
ら
う
と
来
年
も
募
集
が
来
る
か
ら
と
の
事
と
言
う
。
先
生

そ
れ
は
な
い
で
し
ょ
う
。
東
京
志
望
は
自
分
一
人
の
は
ず
な
の
で
入
社
試
験
に
自
分
を
余
分
に
加
え
て
ほ
し
い
と
お
願
い
し
ま
し
た
。
先
生
も

や
む
え
ず
三
名
の
中
に
自
分
も
加
え
て
秋
頃
は
じ
め
て
憧
れ
の
東
京
へ
試
験
に
行
く
こ
と
に
な
る
。
徳
島
か
ら
列
車
（
機
関
車
）
で
小
松
島
へ

列
車
の
ま
ま
船
内
へ
そ
し
て
大
阪
へ
天
保
山
港
か
ら
大
阪
駅
へ
そ
の
ま
ま
列
車
で
、
東
海
道
線
に
乗
り
換
え
品
川
駅
へ
。
品
川
か
ら
山
手
線
で

五
反
田
駅
へ
そ
れ
か
ら
池
上
線
で
荏
原
中
延
駅
で
下
車
し
て
歩
い
て
会
社
へ
。
会
社
か
ら
武
蔵
小
山
商
店
街
に
あ
る
旅
館
へ
全
国
か
ら
集
ま
っ

た
生
徒
三
十
名
位
か
な
。
明
日
は
五
反
田
に
あ
る
城
南
信
用
金
庫
本
店
四
階
に
て
午
前
筆
記
、
午
後
面
接
試
験
と
な
る
。
午
前
の
筆
記
試
験
は

全
部
書
け
た
。
午
後
か
ら
の
面
接
は
役
員
さ
ん
に
何
故
か
笑
わ
れ
ぱ
な
し
の
状
態
で
終
わ
る
。
出
て
く
る
と
皆
ん
な
に
何
で
笑
わ
れ
て
い
た
の
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と
聞
か
れ
た
が
自
分
は
わ
か
ら
ん
と
言
う
。
徳
島
弁
が
笑
わ
れ
た
か
。
そ
の
後
採
用
結
果
が
学
校
へ

自
分
一
人
が
合
格
し
て
い
た
。
三
月
末
頃
入
社
の
為
上
京
。
四
月
一
日
の
入
社
式
に
ト
ッ
プ
合
格
の

為
新
入
社
員
代
表
挨
拶
す
る
羽
目
に
な
る
。
ト
ッ
プ
合
格
の
要
因
は
筆
記
試
験
全
部
書
け
た
の
は
家

に
い
る
時
は
食
事
場
で
寝
る
ま
で
話
し
な
が
ら
自
分
は
新
聞
を
よ
く
読
む
の
が
日
課
の
よ
う
な
も
の

で
試
験
問
題
が
新
聞
に
出
て
た
事
ば
か
り

だ
っ
た
事
。
人
生
の
分
か
れ
目
か
な
。
種

明
か
し
で
す
。
い
よ
い
よ
三
月
に
な
る
と

東
京
へ
出
発
の
日
は
近
所
の
人
達
か
ら
餞

別
を
く
れ
て
見
送
り
し
て
く
れ
る
。
母
親

か
ら
は
、
で
き
そ
こ
な
い
の
息
子
だ
か
ら

え
ら
い
心
配
し
て
送
る
言
葉
は
、
ど
ん
な

つ
ら
く
て
も
会
社
は
辞
め
た
ら
駄
目
だ
よ

と
。
苔
が
は
え
て
も
我
慢
す
る
ん
だ
よ
と

言
っ
た
。
す
ぐ
辞
め
て
帰
っ
て
来
る
と
心

配
し
て
い
た
と
思
う
。（
写
真　

高
校
時
代
）

徳 島 県 立 徳 島 工 業 高 等 学 校

左 は 山 下 耕 作 　 元 野 球 部 監 督
                     天 満 先 生
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徳 工 野 球 部

徳 工 野 球 部 ２ 年 決 勝 で 破 れ る




